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【プログラム】













日　程�
時　　間�
テ　ー　マ�
講　師（敬称略）�
�
７


月


１８


日


（土）�
11：00～12：00�
オプション ≪受講者のみ：任意参加≫


新刊『自閉症課題百選』の内容紹介�
（東京ＩＥＰ研究会）�
�
�
12：00～13：00�
昼　　　食　（各自でお取りください）�
�
�
13：00～14：30�
第一講義


「自閉症の人たちの障害特徴と生活の理解」�
川崎医療福祉大学


佐々木　正美�
�
�
14：40～16：00�
第二講義


「自閉症の人たちの特徴を考慮した就労支援の実際」�
電機神奈川福祉センター


志賀　利一�
�
７


月


１９


日


（日）�
　9：30～10：30�
第三講義


「自閉症の人たちの就労を目指した新しい取り組み」�
静岡県立袋井特別支援学校


小島　秀子�
�
�
10：30～11：30�
第四講義


「自閉症の人たちの地域での生活に向けた取り組み」�
各務原市立各務原養護学校


　　　　　　　　　　　　後藤　秀仁�
�
�
11：30～12：30�
昼　　　食　（各自でお取りください）�
�
�
12：30～13：30�
第五講義


「２つの実践から自閉症の人たちの対応を探る」�
横浜国立大学


　　　　　　　　　　　渡部　匡隆�
�
�
13：40～15：00�
パネルディスカッション


「自閉症の人たちの就労に向けた教育を考える」�
司会　前掲　　　　渡部　匡隆


東洋大学


　　　　　　　　　 三苫　由紀雄


前掲　小島　秀子・後藤　秀仁�
�
�
15：00～15：30�
「これからの自閉症教育に期待すること」�
前掲　　　　三苫　由紀雄�
�
※ 本年5月刊行の『自閉症課題百選』を、受講者の皆様に会場で割引販売する予定です。





発達障害講座３





近年、自閉症の特徴を考慮に入れた指導により就労を実現さている学校が増えています。このような学校では、自閉症の障害特性を理解した上でのユニークなアイディアや工夫によって、生徒たち個人が持っているそれぞれの特長を就労場面や生活場面で十分発揮できるような取り組みをしており、今後の自閉症教育の進展にとって重要な示唆が含まれているものと考えています。


　本講座では、自閉症の就労にかかわる先進的で特長的な取り組みをしている２つの特別支援学校の先生に実践報告をお願いし、そこで示された内容をさらに深めることを目的にパネルディスカッションを計画しました。卒業後の生活に向けて何が必要で、どんな指導や支援が有効であるかなど、今日の自閉症教育にとって示唆に富んだ討議を期待できると思いますので、ぜひご参加ください。


　なお、本講座初日午前中に、新刊『自閉症課題百選』についての内容紹介の時間を用意しておりますので、時間のある方はあわせてご参加いただければ幸いです。


【 企画講師　川崎医療福祉大学　佐々木　正美 】








期　　日：２００9年7月18日（土）・19日（日）


受講対象：自閉症や特別支援教育に関わる教諭、養護教諭、学校関係者のほか、保育・相談に関わる


専門職の方、および保護者の方々


定　　員：１５０名（定員になり次第締め切りますのでホームページ等でご確認ください）


受 講 料：１0,０００円（税込、昼食は各自でお取りください）


主　　催：明治安田こころの健康財団


会　　場：明治安田こころの健康財団2F講義室


東京都豊島区高田３－19－10　　　　０３－３９８６－７０２１


	ＪＲ山手線・西武新宿線・地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分


           （※ 詳細地図は受講証に添付いたします）

















自閉症の自立に向けた教育を学ぶ


～具体的な就労に向けた指導の取り組みから～








